
フ
ァ
ミ
マ
店
頭
・
２
階

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
集
」

と
「
楽
々
ホ
ー
ル
」
で
催
す

る
「
駅
伝
ラ
イ
ブ
」
。

最
初
は
２
０
０
５
年
ス
マ
ト

ラ
沖
地
震
救
済
支
援
の
募
金

の
た
め
に
開
催
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
時
参
加
ご
協
力
の

方
々
か
ら
、
毎
年
こ
の
よ
う

な
募
金
活
動
を
し
て
は
と
の

意
見
が
あ
り
年
々
開
催
、
今

回
で
６
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
、
例
年
同
じ
く
、

８
日
（
日
）
午
後
１
時
３
０

分
か
ら
８
時
ま
で
、
フ
ォ
ー

ク
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ
プ
ス
、

民
謡
、
合
唱
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
ジ
ャ
ン
ル
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
１
３
ユ
ニ
ッ
ト
以
上
が
途

切
れ
な
く
演
奏
し
ま
す
。
協

力
金
は
若
干
の
経
費
を
除
き
、

ユ
ニ
セ
フ
に
寄
付
し
ま
す
。

本
年
は
、
京
都
市
立
池
田

東
小
学
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

「
す
い
ん

ぐ
き
っ
ず
・

オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」
の

演
奏
で
ス

タ
ー
ト
で

す
。
（
結
成

2
年
西
日
本
唯
一
の
小
学

生
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド･

）

他
の
ご
出
演

ユ
ニ
ッ
ト
は
チ
ラ
シ
を
同
封

し
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

今
も
地
球
の
ア
チ
コ
チ
で

病
気
や
貧
困
で
一
日
に
約
３

万
人
、
年
間
約
９
７
０
万
人

の
子
ど
も
た
ち
が
「
命
」
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
募
金
は

そ
の
支
援
に
使
わ
れ
ま
す
。

当
社
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

朝
粥
会
で
劇
団
前
進
座
が

来
年
１
月
3

日
～
21
日
・

南
座
で
新
春
特
別
公
演
す

る
演
目

「
双
蝶
々
雪
の
子
別
れ
」
他

ふ
た
つ
ち
ょ
う
ち
ょ
う
ゆ
き
の
こ
わ
か
れ

に
ご
出
演
さ
れ
る
俳
優
の

高
橋
亜
紀
（
タ
カ
ハ
シ
ア
キ

）

さ
ん
公
演
の
お
知
ら
せ
と

ご挨拶をさ

地域のお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりん VOL122 2009(平成21年）11月1日（日）P1
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▽
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

と
言
う
が
、
彼
岸
か
ら
ひ
と

月
余
り
過
ぎ
て
も
、
蚊
が
飛

び
、
半
袖
で
過
せ
る
こ
の
頃
。

こ
れ
で
は｢

紅
葉
狩
り
」
は

師
走
に
な
り
そ
う
。

▼
北
極
の
海
を
お
お
う
氷
は
、

今
年
過
去
に
例
の
な
い
速
度

で
減
少
を
続
け
海
面
増
え

05
年
～
07
年
で
日
本
列
島
約

2.8
個
分
の
氷
が
消
失
し
た
。

▽
季
節
か
ま
わ
ず
落
雷
、
南

洋
の
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
豪

雨
が
各
地
を
襲
う
。
目
に
見

え
な
い
形
で
注
意
を
喚
起
し

て
き
た
自
然
が
愈
々
警
告
の

笛
を
鳴
ら
し
だ
し
た
。

▼
水
は
０
度
で
固
体
、
１
０

０
度
で
気
体
に
な
る
。
動
植

物
も
生
存
出
来
る
範
囲
あ
る
。

恐
竜
、
マ
ン
モ
ス
が
滅
亡
し

た
の
も
自
然
の
変
化
だ
と
学

ん
だ
。
無
限
で
は
な
い
。

▽
万
物
の
霊
長
と
威
張
っ
て

い
る
人
間
と
て
例
外
で
は
な

い
。
支
え
て
呉
れ
て
い
る
動

植
物
が
無
く
な
れ
ば
生
存
は

不
可
能
。
ド
ル･

円
・
そ
の

も
の
は
食
料
で
は
な
い
。

▼
盛
者
必
衰
と
言
う
言
葉
が

あ
る
。
麻
生
氏
や
自
民
党
は

は
今
、
実
体
験
で
学
ん
で
い

る
だ
ろ
う
。
こ
の
四
文
字
熟

語
は
「
哲
」
で
あ
ろ
う
。

▽
「
技
や
策
」
で
な
く
「
哲
」

が
あ
る
政
治
家
が
待
た
れ
る
。

オ
バ
マ
さ
ん
だ
ろ
う
か
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

朝
粥
を
食
べ
る
前
・

（
９
時
～
９
時
40

分
）

ご
演
奏
と
お
話
・

元
新
聞
記
者
小
川
忠
雄
様

◆
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
出
会
っ
て

【
写
真
】
は
ベ
ビ
ー
ハ
ー
モ

ニ
カ
を
演
奏
を
な
さ
っ
て
い

る
小
川
忠
雄
さ
ん
。

軽
妙
な
お
話
と

素
晴
ら
し

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
お

客
様
も
演
奏
に
合
わ
せ
て

手
拍
子
で
、
大
喜
び
で
懐
か
し

い
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
調
べ
を
堪
能

し
ま
し
た
。
と
て
も
素
敵
な
定

年
後
の
生
き
方
を
見
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

第
58
回
・
10
／
１
８

開
催

・

朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会
報
告

「
守
り
た
い
。
子
ど
も
た
ち
の
命
、
地
球
の
未
来
」

ユ
ニ
セ
フ･

「
ハ
ン
ド･

イ
ン
ハ
ン
ド
」
協
賛
イ
ベ
ン
ト

▼
～
▲
は
【
日
本
経
済
新
聞
】

10
月
15
日
朝
刊
一
面｢

春
秋
」

に
掲
載
さ
れ
た
文
を
そ
の
ま

ま
転
載
い
た
し
ま
し
た
。

▼
65
歳
の
妻
を
包
丁
で
刺
殺

し
て
自
首
し
た
66
歳
の
夫
が

逮
捕
さ
れ
た
。
妻
は
５
年
前
、

難
病
に
苦
し
ん
で
い
た
40
歳

の
長
男
の
人
工
呼
吸
器
を
止

め
て
嘱
託
殺
人
罪
に
問
わ
れ

執
行
猶
予
中
だ
っ
た
。

神
奈
川
県
相
模
原
市
で
先
日

起
き
た
事
件
に
、
言

葉
を
失
う
ば
か
り
で

あ
る
。

▼
長
男
の
病
は
Ａ
Ｌ

Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）
。

全
身
の
筋
肉
が
徐
々
に
動
か

な
く
な
り
、
症
状
が
進
ん
だ

場
合
、
自
分
で
呼
吸
が
で
き

な
く
な
る
。
４
年
近
く
看
病

を
尽
く
し
た
母
は
あ
る
夜
、

「
死
に
た
い
」
と
訴
え
続
け

る
子
に
「
一
緒
に
逝
こ
う
」

と
伝
え
た
。
体
が
も
う
全
く

動
か
な
い
子
は
文
字
盤
を
目

で
追
い
「
ご
め
ん
、
あ
り
が

と
う
」
と
答
え
た
と
い
う
。

▼
呼
吸
器
の
電
源
を
切
っ
た

あ
と
自
殺
を
図
っ
た
女
性
の

命
を
救
っ
た
の
は
夫
だ
。

そ
の
夫
が
今
度
は
妻
を
刺
し

た
。
す
ぐ
自
首
し
、｢

妻
は

う
つ
病
で
日
ご
ろ
か
ら
死
に

た
い
と
言
っ
て
い
た
」
と
供

述
し
た
。｢

母
さ
ん
が
息
子

に
し
て
あ
げ
た
ぶ
ん
、
彼
女

の
力
に
な
り
た
い
」
。
５
年

前
の
週
刊
朝
日
の
報
道
に
夫

の
言
葉
が
残
る
。
な
ぜ
、
の

思
い
が
頭
を
離
れ
な
い
。

▼
５
年
前
は
、
事
件
も
裁
判

も
ず
い
ぶ
ん
騒
が
れ
た
。
難

病
患
者
や
家
族
を
支
え
る
仕

組
み
や
終
末
医
療
の
あ
り
方

も
問
題
に
な
っ
た
。
で
も
、

ま
た
悲
劇
が
起
き
た
。
二
つ

の
殺
人
は
罰
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ど
ん
な
境

遇
に
あ
っ
て
も
「
生
き
た
い
」

と
思
え
る
社
会
が
当
リ
前
で

あ
る
。
そ
れ
は
な
い
も
の
ね

だ
り
だ
、
と
い
う
空
気
が
あ

り
は
し
な
い
か
。
怖
い
。
▲

◎
こ
の
ご
家
族
は
お
優
し
い

人
た
ち
だ
と
思
う
。

家
族
愛
が
有
っ
て
も
難
病
か

ら
始
っ
た
不
幸
の
連
鎖
を
経

済
大
国
日
本
が
何
故
救
え

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
Ｙ
・
Ｓ

普
通
の
家
庭
で
起
き
た

不
幸
の
連
鎖

駅
伝
ラ
イ
ブ

★
11
月
8
日
（
日
）

午
後
1
時
開
場
・

ス
タ
ー
ト
1
時
30
分
～
夜
8
時

第６回

参加協力金500円

半券で出入り自由

京都市立池田東小学校（伏見区）

すいんぐきっず・オーケストラ.

写真は学校のホームページより



幼
い
こ
ろ
体
が
弱
く
て
外
で
遊

べ
な
い
子
、
病
床
横
の
蓄
音
機
で

祖
父
が
好
き
だ
っ
た
落
語
、
漫
才

の
レ
コ
ー
ド
で
よ
く
聞
い
て
い
ま

し
た
。
初
代
春
団
次
の
「
い
か
け

や
」
や｢

野
崎
参
り
」
ミ
ス
ワ
カ

ナ
・
玉
松
一
郎
の
漫
才
で
大
笑
い

し
た
影
響
で
し
ょ
う
か
今
も
落
語

や
漫
才
が
好
き
で
す
。

「
い
か
け
や
（
鋳
掛
け
屋
）
」
は
今

は
殆
ん
ど
無
い
職
業
で
す
が
、

「
物
を
大
切
」
す
る
昔
、
人
々
は

屋
台
の
よ
う
な
町
か
ど
の
「
い
か

け
や
」
（
鍋
釜
修
繕
業
）

に｢

鍋
釜
・
薬

缶
」
に
あ
い
た｢

穴
」
の
修
繕
を

頼
ん
だ
も
の
で
す
。

落
語
は｢

い
か
け
や
の
親
父
」
と

邪
魔
を
す
る
「
悪
童
た
ち
」
の
や

り
と
り
で
す
が
そ
れ
は
面
白
い
も

の
で
し
た
。
ワ
カ
ナ
一
郎
の
漫
才

も｢

レ
コ
ー
ド
」
な
の
に
、
こ
ど

も
の
私
を
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

落
語
で
は
三
遊
亭
歌
笑
が
終
戦
直

後

の

混

乱

期

に

純

情

詩

集

と

称

す

る

独

自

の

ス

タ

イ

ル

の

落

語

で

登

場

し

ラ

ジ

オ

で

大
人
気
で
し
た
。
、
敗
戦
で
荒
れ
,

餓
え
て
た
国
民
に
腹
一
杯
の
笑
い

を
呉
れ
た
少
し
異
形
の
落
語
で
し

た
。
異
形
と
言
え
ば
桂
枝
雀
も
林

家
三
平
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

基
本
は｢

落
語
界
」
の
お
人
で
す
。

余
談
で
す
が
来
月
の｢

楽
々
落
語
会
（
チ
ラ

シ
同
封
）
は
桂
米
二
の
他
、
枝
雀
の
孫
弟

子
「
雀
太
・
雀
喜
」
が
出
演
さ
れ
ま
す
。

私
は
大
人
に
な
っ
て
も
落
語
漫

才
が
好
き
で
大
阪
ま
で
見
に
行
き

ま
し
た
。
「
ダ
イ
ラ
ケ
」
「
幸
路
生

江
」
「
い
と
こ
い
」
な
ど
の
舞
台

は
満
員
で
し
た
。
普
通
の
出
来
事

を
大
袈
裟
な
し
ぐ
さ
も
せ
ず
、
シ
ャ

ベ
る
こ
と
の
間
で
大
勢
の
笑
い
を

と
る
。
正
に
芸
術
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
テ
レ
ビ
時
代
に
な
っ
て

も
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は

｢

漫
才
」
で
な
く
「
ド
タ
バ
タ
奇

劇
風
」
で
演
芸
と
も
い
え
な
い
も

の
が｢

テ
レ
ビ
」
で
放
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
漫
才
」
だ
け

で
あ
り
せ
ん
。
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ

テ
ー
番
組
で
は
、
餓
死
す
る
人
が

い
る
時
代
に
大
食
自
慢
、
食
べ
物

番
組
が
平
気
で
放
映
さ
れ
、
食
べ

た
タ
レ
ン
ト
の
味
の
表
現
は
概
ね

「
ひ
や
ー
軟
ら
か
～
ぃ
、
美
味
し

い
（
お
い
ひ
い
～
）
」
で
終
わ
り
で
す
。

｢

味
」
を
そ
ん
な
単
純
な
表
現
で

さ
れ
た
ら
食
べ
ら
れ
た
も
の
が
可

哀
想
で
す
。
嫌
だ
な
ぁ
と
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
切
り
か
え
て
も
仲
間
内
の

馬
鹿
騒
ぎ
に
し
か
思
え
な
い
番
組

が
増
え
て
い
ま
す
。
一
組
く
ら
い

勇
気
を
出
し
て
人
生
幸
路
風
に

｢

テ
レ
ビ
」
を
叱
る
ユ
ウ
キ
ノ
ア

ル
漫
才
師
が
出
て
来
て
と
思
う
の

で
す
。

（
文
中
敬
称

は

略

し

ま

し
た
）２

階

｢

楽
々
ホ
ー
ル
」
で｢

童
謡
コ
ー
ラ

ス
（
金
曜
日
・
午
後
１
時
～
ら
２
時
半
）
」

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

途
中
休
憩
以
外
は
「
季
節
に
合
う

童
謡
」
を
大
き
な
口
を
開
け
て
歌

う
会
で
す
。
参
加
者
は
ヨ
シ
ィ
ち
ゃ

ん
を
含
め
男
性
２
名
、
後
は

30

人
ほ
ど
の
美
し
く
若
い

女
性
（
若
干

世
辞
あ
り
）
半
分
は
普
通
の
京
都
の

「
お
ば
さ
ん｣

た
ち
で
、
休
憩
時
に

は
ワ
イ
ワ
イ
と
会
話
が
弾
み
ま
す
。

前
回
、
こ
ん
な
会
話
が
耳
に
入
り

ま
し
た
。

【
私
な
ぁ
、
電
車
や

バ
ス
で
席
を
譲
ら
れ
た
り
し
た
時
、

前
は
「
す
ん
ま
せ
ん
」
と
言
う
て

た
け
ど
、
な
ん
や
悪
い
こ
と
し
た

み
た
い
な
感
じ
に
な
る
ね
ん
。
そ

や
さ
か
い
、
こ
の
ご
ろ
は｢

有
難

う
」
と
言
う
よ
う
に
し
た
ん
や
。

そ
し
た
ら
譲
っ
て
呉
れ
た
人
が
笑

顔
し
ゃ
は
る
人
が
増
え
た
ん
や
。

そ
ん
で
、
今
ま
で
の
「
す
ん
ま
へ

ん
」
や
め
て｢

有
難
う
」
・｢

有
難

う
」
言
う
て
ん
ね
ん
、
笑
顔
が
増

え
た
ら
エ
エ
や
ん
か
。
】

え
え
話
で
っ
し
ょ
ろ
！
。
ワ
テ
は

｢

お
お
き
に
」
に
代
え
よ
う
。

１
０
月
号｢

と
ん
か
ら
り
ん
」
の

写
真
と
文
で
藤
川
矢
之
輔
丈
と

記
す
べ
き
所
を
瀬
川
矢
之
輔
丈

と
誤
り
入
力
、
点
検
も
れ
と
２

重
の
大
な
ミ
ス
を
し
ま
し
た
。

誠
に
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

お
許
し
下
さ
い
。
編
集
者
・

酒
谷
義
郎

前
進
座
は
先
月
掲
載
し
た
「
ど
っ

こ
い
生
き
て
い
る
」
に
続
い
て
１

９
５
３
年(

昭
28
）
映
画｢

箱
根
風

雲
録
」
の
製
作
に
加
わ
っ
た
。
（
原

作
タ
カ
ク
ラ
テ
ル
「
箱
根
用
水
」

山
本
薩
夫

監
督
）

キ
ャ
ス
ト
は
、
河

原
崎
長
十
郎
、
山
田
五
十

鈴
、
轟
夕
起
子
、
河
原
崎

国
太
郎
、
中
村
翫
右
衛
門
、

岸
旗
江
た
ち
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
箱
根
の

西
・
三
島
側
一
帯
の
村
々

は
い
つ
も
水
不
足
に
悩
み
、

稲
作
が
出
来
な
か
っ
た
。

浅
草
の
商
人
・
友
野
与
右

衛
門
（
河
原
崎
長
十
郎
）

は
湖

尻
峠
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
芦
ノ

湖
の
水
を
水
不
足
に
悩
む
村
々
に

引
く
計
画
に
着
手
す
る
。
大
工
事

を
成
功
さ
せ
て
し
ま
っ
て
は
、
お

上
の
威
光
が
地
に
落
ち
る
と
危
惧

し
た
幕
府
は
、
様
々
な
妨
害
を
加

え
た
。
こ
の
権
力
者
と
対
峙
す
る

庶
民
の
側
か
ら
切
り
込
ん
だ
映
画

は
、
反
権
力
的
な
も
の
で
当
時
の

世
相
を
映
し
好
評
を
得
え
た
。

【
余
談
】
江
戸
時
代
の1

6
7
0

年
に

完

成
し｢

箱
根
用
水
【
深
良(

ふ
か
ら)

用
水
】

は3
9
9

年
後
の
今
も
、
裾
野
市
お
よ
び

そ
の
周
辺
地
域
に
灌
漑
用
水
を
供
給

し
、
ま
た
水
力
発
電
に
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。
全
長
は1

2
8
0
m

。
芦
ノ
湖
の

水
門
か
ら
、
湖
尻
峠
付
近
の
地
下
を

通
り
、
神
奈
川
・
静
岡
県
境
を
越
え
、

狩
野
川
水
系
黄
瀬
川
支
流
の
深
良
川

に
注
い
で
い
る
。

前
進
座
は
、
１
９
３
１
年(

昭
６)

創
立
、
７
８
年
の
歴
史
が
あ
る
劇

団
。
現
在
は
劇
団
と
し
て
は
特
異

的
な
株
式
会
社
組
織
（
社
名
・
劇
団
前

進
座
）

で
運
営
さ
れ
、
興
行
収
入
等

か
ら
役
者
ら
が
給
料
を
得
て
い
る
。

芸
術
面
で
は
、
前
進
座
歌
舞
伎
の

確
立
、
新
作
の
創
造
、
さ
ら
に
は

女
優
活
躍
の
場
の
拡
大
な
ど
多
彩

な
劇
団
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

創
立
50
年
記
念
事
業
と
し
て
劇
場

建
設
を
計
画
、
僅
か
一
年
の
間
に

当
初
目
標
一
億
九
千
四
百
八
十
三

万
円
が
全
国
の
フ
ァ
ン
か
ら
募
金

で
寄
せ
ら
れ
、
廻
り
舞
台
と
本
花

道
を
も
つ
近
代
的
設
備
を
誇
る
五

百
名
の
中
劇
場
が
１
９
８
２
年
10

月
東
京
都
吉
祥
寺
に
完
成
し
た
。

劇
場
完
成
前
に
、
創
立
者
中
村
翫

右
衛
門
と
名
脇
役
坂
東
調
右
衛
門

を
失
っ
た
が
、
創
立
以
来
の
理
念

と
民
主
的
運
営
、
全
国
の
フ
ァ
ン･

後
援
者
の
支
援
に
確
信
を
持
っ
て

進
む
と
決
意
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て

い
る
。
南
座
の
新
春
特
別
公
演
盛

況
を
祈
り
応
援
し
た
い
。

割
引
券
は
当
店
で
手
配
可
！
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

ダ
イ
ラ
ケ
・

幸
路
生
江
の
よ
う
な

漫
才
師
出
て
来
て
～
。

中
田
兄
弟
コ
ン
ビ

ダ
イ
マ
ル

ラ
ケ
ッ
ト･

前進座と映画 ②

東京都武蔵野市吉祥寺南町

3-13-2・℡042-249-0300

舞台の緞帳は当社参加する｢中

小企業家同友会」寄贈したもの。

す
み
ま
せ
ん
。

す
ん
ま
へ
ん

有
難
う
。
お
お
き
に

お詫びと訂正



京
阪
東
福
寺
駅
か
ら
本
町
通
り
を

南
へ
、
東
福
寺
北
門
よ
り
少
し
歩
く

と
東
側
に
、
大
悲
山
一
音
院
（い
っと
ん
い

ん
）
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
の
法
性
寺

（ほ
っし
ょ
う
じ
う
じ
）
の
門
が
あ
る
。

今
は
小
さ
い

お
寺
だ
が
、
月

輪
学
区
（
東
山
区

最
南
部
小
学
校
区
）

な
出
発
発
展
は

法
性
寺
建
立
か

ら
始
ま
っ
て
い

る
。
寺
は
平
安

時
代924

年
（
延
長
２
）
藤
原
忠
通

に
よ
り
創
建
さ
れ
、
藤
原
氏
の
氏
寺

と
し
て
栄
え
寺
の
周
辺
か
ら
稲
荷
山
、

西
は
鴨
川
ま
で
の
広
大
な
寺
域
に
、

１
０
０
棟
以
上
の
堂
塔
伽
藍
を
構
え
、

９
３
２
年
（
承
平
4
）
定
額
寺
（
注
）

に
列
せ
ら
れ
た
。

（
注
）
定
額
寺
（
ジ
ョ
ウ
ガ
ク
ジ
）
＝
国
分
寺

に
次
ぐ
一
種
の
寺
格
を
与
え
ら
れ
た
寺

現
本
町
通
り
は
法
性
寺
大
路
と
し
て

伏
見
、
宇
治
へ
の
幹
線
道
路
と
し
て

利
用
さ
れ
た
。
忠
通
の
曾
孫

九
条
道

家
が
、
法
性
寺
を
捨
て
て
寺
域
に
東

福
寺
を
創
建
し
て
か
ら
縮
小
さ
れ
た
。

後
、
応
仁
の
乱
な
ど
の
兵
火
に
よ
り
、

堂
宇
を
焼
失
、

明
治
維
新
以
後
、
旧

名
を
継
い
で
現
在
地
に
再
建
さ
れ
、

先
代
ま
で
は
尼
寺
と
な
っ
て
い
た
。

再
建
さ
れ
た
寺
の

本
堂
に
安
置
さ
れ

て
い
る
（
写
真
）
千
手
観
世
音
菩
薩

像
（
国
宝
）
は
平
安
時
代
の
作
。
３

面
の
本
面
に
、
そ
の
上
に
２
４
面
を

持
つ
珍
し
い
姿
で
あ
る
。
立
像
で
像

高
は
１
１
０
セ
ン
チ
と
小
柄
。
桜
の

一
木
か
ら
頭
部
，
体
部
を
彫
り
出
し

た
も
の
。

藤
原
忠
平
が
、
42
歳
の

と
き
に
難
病
に
か
か
り
、
こ
の
観
音

に
祈
祷
し
た
と
こ
ろ
数
日
で
回
復
さ

れ
た
こ
と
で
「
厄
除
観
世
音
」
と
称

さ
れ
る
た
め
か
女
性
の
信
仰
を
集
め

て
い
る
と
言
う
。

我
が
家
は
曽
祖
父
が
１
８
９
６
年

（
明
29
）
炭
山
（
現
宇
治
市
）
か
ら

本
町
16
丁
目
に
移
り
住
ん
だ
。

炭
山
は
１
９
４
９
年
（
昭
24
）
ま
で

電
気
が
通
じ
て
な
く
、
宇
治
の
チ
ベ
ッ

ト
と
言
わ
れ
て
い
た
山
村
、
子
ど
も

（
祖
父
）
た
ち
の
た
め
に｢

京
」
に
出

た
の
だ
ろ
う
。
曽
祖
父
の
名
は
「
竹

次
郎
」、
一
橋
小
学
校
の
書
記
と
し
て

勤
務
し
た
か
ら
学
校
に
記
録
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。
祖
父
は
本
町
６
丁

目
「
津
之
與
（
醤
油
醸
造･

酒
販
売
業
）
」
に

勤
め
同
店
廃
業
後
、
そ
の
借
家
で
許

し
を
得
て
独
立
し
た
。（
話
が
そ
れ
た
）

転
居
に
伴
い
同
じ
浄
土
宗
の
法
性

寺
の
檀
家
と
な
っ
た
。
お
寺
は
姉
妹
？

の
尼
さ
ん
で
お
護
り
さ
れ
、
姉
の
尼

僧
が
庵
主
で
編
集
者
の
子
供
時
代
お

盆
に
青
参
り
に
来
ら
れ
る
と
、
お
勤

め
が
済
む
ま
で
後
ろ
か
ら
団
扇
で
風

を
送
る
役
を
さ
さ
れ
た
。
お
経
が
長

く
て
手
が
だ
る
く
つ
ら
い
役
目
だ
っ

た
。
庵
主
さ
ま
ご
姉
妹
は
ご
長
命
だ
っ

た
が
、
ご
縁
の
あ
る
方
が
ご
住
職
を

な
さ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

現
在
の
お
寺
の
ご
門
は
、
20
年
程

前
改
築
さ
れ
た
。
法
性
寺
の
檀
家
で

私
の
祖
父
の
妹
（
大
叔
母
）
が
宮
普

請
も
で
き
る
大
工
に
嫁
ぎ
、
そ
の
孫

の
手
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。

恐
ら
く
先
代
庵
主
の
ご
好
意
が
あ
っ

て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

十
月
十
日
か
ら
三
連
休
に
な
り

ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
十
日
は
、

や
り
残
し
た
仕
事
を
し
に
、
職
場

へ
行
き
ま
し
た
。

帰
り
に
た
ま
た
ま
長
岡
天
神
に

寄
っ
た
と
こ
ろ
、
竹
遊
び
と
い
う

も
の
を
や
っ
た
い
ま
す
。

広
い
境
内
い
っ
ぱ
い
に
孟
宗
竹
を

ナ
ナ
メ
輪
切
り
に
し
、
そ
の
中
に

ろ
う
そ
く
を
入
れ
て
火
を
と
も
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
や
わ
ら
か
い

幽
玄
な
光
で
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ

て
い
ま
す
。

奥
の
広
場
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ

る
よ
う
で
す
。
ト
リ
オ
優
ち
い
う
、

オ
カ
リ
ナ
・
チ
ェ
ロ
・
キ
ー
ボ
ー

ド
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
リ
ハ
ー
サ
ル
演

奏
を
し
て
い
る
の
に
聞
き
惚
れ
ま

し
た
。
良
い
音
は
心
を
浄
化
し
て

く
れ
ま
す
。

オ
カ
リ
ナ
の

生
演
奏
よ

月
明
か
り

ひ
ろ
あ
き

※
文
は

金
澤
ひ
ろ
あ
き
様

の
ご
投
稿
で
す
。

写
真
は
Ｈ
Ｐ
か
ら

昨
年
の
長
岡
天
神

竹
遊
び
を
見
つ
け

て
使
わ
せ
て
貰
い

ま
し
た
。

国
宝
千
手
観
音
立
像
の
あ
る

本
町
16
丁
目

法
性
寺
ほ
っ
し
ょ
う
じ
う
じ
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京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ
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秋
休
み

金
澤
ひ
ろ
あ
き



父
は
住
い
生
活
も
山
科
に
移
り

を
店
員
を
一
名
と
「(
有)
山
科
い

づ
み
屋
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

本
町
新
六
丁
目
の
「
㈱
い
づ
み
屋
」

は
社
長
の｢

Ｗ
」
君
の
急
な
退
職

で
ピ
ン
チ
で
す
。
前
社
長
の
「
Ｙ

Ｋ
］
と
違
っ
て
予
告
も
な
く
、
得

意
先
も
奪
う
形
で
店
を
去
り
ま
し

た
。
山
科
い
づ
み
屋
の
開
設
は

「
㈱
い
づ
み
屋
」
の
借
入
金
廻
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
資
金
不
足
に

な
り
ま
し
た
。

私
は
、
㈱
酒
谷
本
店(

酒
卸
業

・
福

井
淳
蔵
社
長
）
の
取
締
役
で｢

店
の
実

務
責
任
者
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
会
社
は
、
「
山
科
い
づ
み
屋
」

「
㈱
い
づ
み
屋
」
に
も
酒
類
等
を

大
量
に
掛
売
り
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
債
権
確
保
の
た
め
、
父
に

「
㈱
い
づ
み
屋
」
の
「
会
社
」
を

売
り
、｢

(

有)

山
科
い
づ
み
屋
」

を
健
全
な
形
で
残
そ
う
と
提
案
、

そ
の
方
向
で
話
を
進
め
ま
し
た
。

東
京
で
酒
販
売
の
チ
ェ
ー
ン
展

開
を
し
え
い
る｢

㈱
東
京
麦
酒
販

売
」
が
名
乗
り
を
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
会
社
は
、
吉
田
内
閣
時
代
大

臣
に
も
な
っ
た｢

広
川
弘
禅
」
の

懐
刀
的
人
物
「
Ｇ
氏
の
ご
子
息
」

が
社
長
で
す
。
多
分
、
福
井
淳
蔵

社
長
～
前
尾
繁
三
郎
氏
の
線
で

「
Ｇ
氏
」
に
繋
が
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
戦
前
戦
後
も
酒
業
界
と
大
蔵

省
の
関
係
は
密
接
な
も
の
で
し
た
。

話
は
と
ん
と
ん
進
み
会
社
は
売
却

さ
れ(

有)

山
科
い
づ
み
屋
は
無
傷

で
残
り
ま
し
た
。

㈱
い
づ
み
屋
は｢

京
阪
麦
酒
販
売｣

と
社
名
変
更
、
社
長
も
「
Ｇ
氏
」

に
な
り
ま
し
た
。
交
渉
に
当
っ
て

い
た
い
た
私
は
Ｇ
氏
の
酒
業
界
の

将
来
像
を
聞
き
鋭
い
感
覚
に
驚
か

れ
た
も
の
で
す
。
後
に
そ
れ
が
私

に
大
い
に
役
立
っ
た
の
で
す
。

京
阪
麦
酒
販
売
は
、
業
務
用
も

店
売
り
は
「
ワ
ン
ツ
ー
ス
リ
ー
セ
ー

ル
」
の
安
売
り
で
販
路
を
拡
大
し

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
経
緯
で
前

の
経
緯
が
あ
り
、
㈱
酒
谷
本
店
か

ら
の
納
入
も
増
え
、
同
社
本
店
の

東
京
麦
酒
販
売
㈱
へ
は
舞
鶴
の
福

井
善
四
郎
本
店
か
ら
納
入
も
で
き

ま
し
た
。

重
荷
の
㈱
い
づ
み
屋
の
処
理
も

上
手
く
出
来
て
、
父
の
山
科
で
の

商
売
順
調
に
動
い
て
い
ま
す
。

㈱
酒
谷
本
店
は
、
赤
字
す
れ
す

れ
の
決
算
状
態
で
年
間
の
収
入
は

納
税
す
る
必
要
が
無
い
ほ
ど
低
額

で
し
た
。
妻
に
住
込
み
社
員
の
賄

を
さ
せ
小
額
の
給
料
を
得
て
ヤ
ッ

ト
生
活
が
出
来
る
状
態
か
ら
抜
け

出
す
た
め
に｢

第
四
十
一
話｣

で
書

い
た｢

乾
坤
一
発
の
勝
負
」
を
し

た
の
で
す
。
当
時
は
「
売
っ
た
会

社
（
京
阪
麦
酒
販
売
）

」
が
後
に
私
の

手
に
入
る
な
ど
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
取
り
あ
え
ず
「
山
」

は
越
え
ら
れ
ホ
ッ
と
し
た
も
の
で

す
。
次
号･

「
ひ
と
り
立
ち
を
目
指
し
て

」

「
と
ん
か
ら
り
ん
」
に
掲
載
す

る
前
に｢

新
聞
」
の
投
稿
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
主
に
京
都
新
聞

で
す
。
そ
の
一
つ
に
昨
年
12
月
号

Ｐ4

に
載
せ
た
「
ト
イ
レ
美
談
」

で
す
。
ス
ー
パ
ー
の
ト
イ
レ
の
前

の
兄
と
中
で｢

ウ
ン
コ
」
を
し
て

い
る
弟
の
会
話
で
し
た
。

こ
の
夏
、
堺
市
に
あ
る
羽
衣
国

際
大
学
の
女
子
学
生
さ
ん
が
来
社
、

そ
の
話
を
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
で
映

像
に
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
快

諾
、
後
脚
本
も
見
せ
て
呉
れ
ま
し

た
。
場
所
が
ス
ー
パ
ー
か
ら
公
園

の
ト
イ
レ
に
変
え
て
有
り
ま
し
た

が
会
話
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

作
成
し
た
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ミ
ニ
ミ

ニ
映
像
大
賞
「
見
た
人
が
、
少
し

優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
。
そ
ん

な3
0

秒
の
映
像
作
品
」
に
応
募
す

る
と
の
事
。
「
が
ん
ば
っ
て
や
」

と
は
げ
ま
し
ま
し
た
。

先
日
、
作
品
は
第
一
次
予
選
応
募

1
9
0
0

点
の
内
90
点
審
査
に
残
っ
た

と
教
授
と
学
生
さ
ん
か
ら
報
告
に

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
作
品
は

見
て
い
ま
せ
ん
が
入
選
を
祈
っ
て

ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
定
表
で
は

*

グ
ラ
ン
プ
リ

一
作
品

*

優
秀
賞

三
作
品
他

*

入
選

十
作
品
程
度

11
月
15
日
（
日
）

グ
ラ
ン
プ
リ
発
表
・
表
彰

12
月
上
旬

上
位
入
選
作
品
放
送
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○
１
９
９
５
年

（
平
7
）
４
月

に
第
１
号
を
発
行
し
こ
の
号
は
122

号
。
当
初
は
ワ
ー
プ
ロ
で
、
最
近

は
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
良
い
の
が

出
来
て
楽
に
な
っ
た
。

●
と
こ
ろ
が
原
稿
や
入
力
は
矢
張

り
人
力
が
要
。
自
分
で
は
若
い
つ

も
り
で
も
お
国
か
ら
【
後
期
（
幸

喜
）
高
齢
者
】
の
称
号
を
貰
っ
た
。

○
途
端
に
指
先
が
曲
が
り
、
目
が

か
す
み
ま
す
。
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で｢

廃
止
」
の
処
方
薬
で
治
る

か
も
と
思
っ
た
が
・
・
・
・
。

薬
は
な
か
な
か
届
き
そ
う
に
無
い
。

●
前
号
も
基
本
的
な
こ
と
間
違
い

し
た
。
あ
れ
、
何
か
オ
カ
シ
イ
と

調
べ
る
と
前
に
同
じ
様
な
こ
と
を

書
い
て
ご
迷
惑
を
掛
け
て
る
よ
う

だ
。
そ
れ
も
主
題
は
自
己
中
の
極

み
で
。

○
こ
の
欄
上
の
本
の
著
者
「
砂
岸

あ
ろ
」
は
当
社
常
務
の
嫁
＝
弟
の

妻
。
「
上
」
既
に
一
般
書
店
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。
（
下
は
来
月
）

お
読

み
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
。

●
前
に
偶
然
、
感
動
的
な
場
面
に

遭
遇
し
た
。
私
は
「
と
ん
か
ら
り

ん
」
に
書
き
、
彼
女
は
エ
ッ
セ
イ

を
書
い
た
。
同
じ
こ
と
な
の
に
私

の
文
は｢

説
明
文
」
だ
と
思
っ
た
。

○
そ
れ
以
後
も
努
力
は
し
て
い
る

が
、
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
に
書
く

私
の
文
は
進
歩
し
て
い
な
い
。

長
年
の
「
癖
」
は
修
正
不
可
能
の

か
も
知
れ
な
い
。
読
者
方
が
投
稿

や
投
書
で
応
援
下
さ
れ
ば
と
思
う
。

600
字
程
度
ア
ツ
カ
マ
シ
イ

謝
礼
無
し
。

酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

キンイロノカゼニナッテ

黄金色の風になって（上）

アスコット女性騎手物語
著者： 砂岸あろ 画家： 水上航

発行年月日：2009/10/15 サイズ：新書判ページ数：252

定価（税込）：651円
内容紹介：恋する女の子は、ドラ
ティック！ めくるめく運命のラブ
ストーリー。好きな人がいる人は、
絶対感動！越水利江子先生おすす
め19 世紀、イギリスのウェールズ
地方。村で行われた市民レースに、
12歳のマリエルは愛馬ムーンドロッ
プに騎乗して参加。見事優勝をさ
らうのだが、そのレース には天才
騎手として注目を集めているア
レン・グリンリーフが訪れていた。
ひと目会った瞬間に2人は運命的な
ものを感じ合う……。数々の障害

を乗り越えながらも、ひとりの女の子が恋を通して
成長していく感動の波瀾万丈物語。

第
四
十
三
話

い
ず
み
屋
～

京
阪
ビ
ー
ル
販
売
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ミ
ニ
ミ
ニ
映
像
大
賞

第
一
次
予
選
を
通
過
ヲ


